
【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 環境経済部
課 商工観光課
担当 商工振興担当

分野 １ 土地利用に関する方針 分野

プロジェクト名 A14 身近な小規模店舗などの起業・経営を支える支援体制の充実

基本目標 ２－１ 都市拠点の活性化と農村集落地の生活環境の調和がとれたまち 基本目標

施策 １４１ 農村集落地の生活環境の充実 施策
方針 １４ 地域コミュニティが盛んな地域生活圏を充実させる 方針

事業の目的及び概要
①起業家の育成及び空き店舗等の有効利用を図り、地域経済の活性化及び地域のにぎわいを創出するため、市内の空き店舗等を利用して起業する者に必要な支援措置を講ずる。
②市内の中小企業者に必要な事業資金の融資を行い、もって中小企業者の経営の安定と振興を図る。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

①行田商工会議所と連携を図りながら起業家の育成と空き店舗の有効活用を推進する。毎年度８店舗程度の出店を目安とし、平成29年度末には累計84店舗の起業を支援する。
②中小企業及び金融機関への周知を図りつつ、利子補給の利率を適正に保つべく必要に応じ利率改正の検討・改正を行う。

開始年度 25 年度 終了年度 29 年度

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25
市ホームページへの掲載やリーフレットの配布、商
工会議所等と連携し、制度の周知を図る。

起業家支援事業を活用し、新規の起業が9件、融資につ
いては、129件で833,060千円の利用があった。

H27
市ホームページへの掲載やリーフレットの配布、商
工会議所等と連携し、制度の周知を図る。

起業家支援事業を活用し、新規の起業が５件、融資に
ついては、80件で460,390千円の利用があった。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小

H26
市ホームページへの掲載やリーフレットの配布、商
工会議所等と連携し、制度の周知を図る。

起業家支援事業を活用し、新規の起業が11件、融資に
ついては、95件で583,530千円の利用があった。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

 休止

 事業の縮小
 休止

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

 事業の縮小
 休止

H29

平成28年度よりUターン創業支援事業補助金、小規
模事業者事業承継支援事業補助金、小規模事業者第
二創業等支援事業補助金を創設、引き続き商工会議
所と連携しながら小規模店舗などの起業・経営を支
援する。

変更なし

起業家支援事業を活用し、新規の起業が５件、Ｕター
ン創業支援事業を活用し、新規の起業が１件、小規模
事業者事業承継支援事業の利用が２件、融資について
は、26件で240,300千円の利用があった。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進

H28

平成28年度よりUターン創業支援事業補助金、小規
模事業者事業承継支援事業補助金、小規模事業者第
二創業等支援事業補助金を創設、引き続き商工会議
所と連携しながら小規模店舗などの起業・経営を支
援する。

起業家支援事業を活用し、新規の起業が６件、小規模
事業者事業承継支援事業の利用が１件、融資について
は、49件で324,330千円の利用があった。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進

 見直しを行ったうえで推進

施策の目的を実現するための手段


